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（５）研究成果の概要（公開） 
 シアノバクテリアの光センサータンパク質である RcaE の GAF ドメインには、発色団としてフィコシ

アノビリンが結合している。異なる波長の光吸収に応じて RcaE は、緑色光吸収型（Pg 型）と赤色光吸収

型（Pr 型）の２つの別々の構造をとるが、我々は Pg 型のときのみ発色団の近傍に位置するリシン側鎖が

NH2（脱プロトン化し、電荷を失った状態）で存在することを明らかにしていた。これは、天然タンパク

質における脱プロトン化したリシン側鎖の初めての観測であり、また光変換というタンパク質がもつ機

能とも関連していることから、極めて重要な知見といえる。さらに、この NH2 がタンパク質内部の周囲

の環境に対して、どのような相互作用をしているのかについて、蛋白質研究所の NMR 装置を用いて解析

を行ったところ、HNN-COSY から、フィコシアノビリンの NH と水素結合を形成していることが確認で

きた。興味深いことに、通常の水素結合ではプラス電荷をもつリシン側鎖が水素結合のドナーとなるが、

この水素結合ではリシン側鎖が電荷を失って、水素結合のアクセプターになっていることが明らかにな

った。 

 
 
 
 
 
 
 
 


